
１０－３ 宮古島近海の固有地震的地震活動 
Characteristic Earthquake Sequence near Miyakojima Island 
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１．固有地震1)的地震活動（繰り返し地震）の概要 

宮古島近海でM5.1程度の地震が平均5.9年の間隔で周期的に過去8回繰り返し発生していること

を以下のとおり確認した．なお，本稿では，固有地震（繰り返し地震）という語を，プレート境

界等に存在するアスペリティが周辺の滑りにより繰り返し破壊されることで一定の周期をもって

発生する同規模の地震で，その領域で最大規模のものを指す語として用いる． 
1994年10月以降の宮古島近海の地震活動を見ると，この地震の震源付近（第1図領域b）では，

M5.1程度の地震が約5～6年毎に発生している（1997年6月19日（M5.1，最大震度4），2002年6月5
日（M5.2，最大震度3），2007年9月22日（M5.1，最大震度3））（第1図左上）．これらの地震の

発震機構（Global CMT解）は，北西－南東に圧力軸を持つ逆断層型であり（第1図右上），フィ

リピン海プレートとユーラシアプレートの境界で発生した地震であると考えられる． 
これらのM5クラスの地震（1997年6月，2002年6月，2007年9月）の地震波形は互いによく似て

いる（第1図左下）．さらに，宮古島周辺の地震を過去にさかのぼると，波形が互いによく似た地

震は，1991年7月17日（M5.0，最大震度3），1985年4月30日（M5.1，最大震度2），1978年8月29
日（M5.0，最大震度3），1971年10月21日（M:未決定，最大震度3），1966年7月11日（M:未決定，

最大震度3）にも発生していることが分かった（第2図）．これらの地震は，気象庁震源では精度

よく求められていないものが含まれるが，ISC震源でさかのぼると，1966年～2002年までの7回に

ついて，ほぼ同じところに同程度の規模（mb5.2～mb5.4）の震源が求められており，これらはこ

の領域で最大規模の地震である（第3図）． 
このように宮古島近海では，1966年7月以降，平均5.9年の間隔でM5.1程度の地震が深さ約50km

のところで周期的に8回発生しており，プレート境界上に存在する同じアスペリティの破壊が繰り

返し地震を引き起こしていると考えられる． 
 
２．固有地震（繰り返し地震）を支持する特徴 

このM5クラスの地震が，固有地震であることは，以下の特徴からも支持される． 
第一に，前述のとおり波形が互いによく似ている．1997年6月，2002年6月，2007年9月の地震に

ついては，波形間の相関係数（1分間程度の波形について計算）が0.92以上である一方，2008年4
月の地震（M5.2，北東－南西方向に張力軸を持つ正断層型の発震機構）や，2008年9月の地震（M4.5，
固有地震の近傍で発生）に対しては，波形の様相は異なっており，相関係数も0.75以下となって

いる（第4図）． 
第二に，地震のすべり量とプレートの移動速度に整合性がある．M5程度の地震のすべり量（30

～50cm程度2), 3))は，この付近のフィリピン海プレートの沈み込みの速度（年間約7cm 4)）に平均

発生間隔（5.9年）を乗じた値と同程度である． 



 
３．M4クラスのひと回り小さい地震 

2001年10月以降，宮古島近傍の深さ約50kmの領域付近では，上記のM5クラスの固有地震（以

下，M5クラスの地震）よりひと回り小さいM4クラスの地震が年1～2回程度発生している．これ

らM4クラスの地震について，M5クラスの地震との震源の位置関係や波形の相関について調査し

た． 
2002年6月（M5.2），2007年9月（M5.1）の固有地震と2008年9月22日（M4.5）のひと回り小さ

い地震のP波到達時間差を比較すると，2002年6月と2007年9月のM5クラスの地震は周辺の観測点

について時間差がほぼゼロになることから，同じ場所で発生していると推定される一方，2008年9
月のひと回り小さいM4クラスの地震は時間差が0.2～0.3秒程度となることから，別の場所で発生

している可能性が高いことが分かる（第5図）．このことから，三次元速度構造5)とDouble-Difference
法6)を用いた震源再計算を行ってさらに調査したところ，M5クラスの地震と，M4.5前後の地震は

別のクラスターである（M4.5前後の地震は南側にわずかに約3～5km離れたところに別のクラスタ

ーを成している）ことが分かった（第6図）．これは，M5クラスの地震を引き起こすアスペリテ

ィから数km離れた近傍に，M4クラスの地震を引き起こすアスペリティが存在していることを示

している． 
さらに，これらのひと回り小さいM4クラスの地震の中にも波形の互いによく似たものが3系統

含まれていることを確認しており，これらはそれぞれ別のアスペリティを持つ相似地震群である

と考えられる．これらの相似地震群（第6図のグループA～C）は，M5クラスの地震の近傍で発生

しているにもかかわらず，2001年10月以降の地震活動を見る限りでは，比較的周期を乱されるこ

となく，それぞれ固有な周期で繰り返し発生してきている可能性があり，今後さらに過去の地震

も含めた調査を進める必要がある． 
2002年6月5日（M5.2），2007年9月22日（M5.1）の固有地震発生前後のM-T図を見ると，目立

った前震はなく（第7図），余震活動は極めて低調である．一方で，M5クラスの地震発生から1
週間以内に約2km離れたところでM4クラスの地震が発生している（2002年6月7日，2007年9月29
日，ともにM4.2）．したがって，M5クラスの地震によって，上記M4クラスの地震を引き起こす

アスペリティの破壊が誘発され，地震の発生が早められた可能性がある． 
 
４．次回の宮古島近海のM5クラスの固有地震の発生 

1966年以降，宮古島近海の深さ約50kmでは，平均5.9年の間隔でM5.1程度の地震が発生してい

ることから，次のM5クラスの地震はBPT分布7)を仮定すると，2012年5月から2015年1月までの間

に95％程度の確率で発生すると考えられる．さらに，過去の地震発生状況を踏まえると，本震発

生から数日以内に近傍のアスペリティの破壊を誘発することにより，M4クラスの余震を伴う可能

性が考えられる．なお，この領域でM5.1程度の地震が発生した場合，過去には宮古島で最大震度

4～3を，M4クラスでは最大震度3～2を観測している． 
なお，沖縄地方ではこの他に，沖縄本島近海でもM4.1程度の地震が平均2.5年の間隔で周期的に

深さ約30kmのところで発生していることを見出している（第8図）．このことから，東北地方8)

と同様に沖縄地方にも多くの固有地震的地震活動が存在する可能性がある． 
（溜渕功史・山田安之・石垣祐三・高木康伸・中村雅基） 
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Fig.1  Outline of characteristic earthquake sequence near Miyakojima Island 
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Fig.2  Comparison of strong motion seismogram in Ishigakijima Island 
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Fig.3  Past seismic activity near Miyakojima Island (ISC catalog) 
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Fig.5  Difference of P wave arrival time 
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Fig.8  Characteristic earthquake sequence near Okinawajima Island 
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